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τ'he analyses w，町e ∞nd田恒dwi也 g田s s田也阻d pl阻t s阻:ms collected from boring ∞re samples at 

白e Hachiryu marsh, Aichi Prefecture, cen岡1 Japan 

Radiocarbon age of the gra田 S田ds obtained 企四n a dep也 of 28 回 30 cm w田 53 :t 2OyrsBP，血d

伽t of pl阻t 蹴皿s fro皿 a 也p血 of 51cm w副 72 :t 20y四BP. Ma且y おssil 凶配t r四ains， plant 皿acrofossil

and diatαm fossils also found 世'om 也e boring core. 

Judg皿g 企omradiocarbon ag'国組d paleon旬logical infom国厄on， it is sugges陪d 也at 也e fOmIa岨0且 of

H叫hiryu ma四:h date渇 back ωthe middle of the Edo period. Far也町町llÙyses of 由e boring ∞，re are likelyω 

clar埠也e en'吋ronment of ancient Hachiryu marsh. 

Keywords: 湿地;ボーリング試料 14C 年代値;昆虫化石

mar曲; b田mg 回血lple ; radio回rb岨 ages ; insect fossils 

1. はじめに

八竜湿地は，名古屋市守山区大森 2 丁目の金城学院大学の敷地東端の北緯 35 0 12 I 

東経 136 0
59 I に位置している。標高は， 58 - 5如1 である。東海丘陵要素植物群(植田，

1989) とされるシラタマホシクサ・トウカイコモウセンゴケ・マメナシ・シデコブシをは

じめ多くの湿地性動植物が生息し，名古屋市内で最も良好な湿地として知られる。

八竜湿地の南側に位置する大森寺は江戸時代初期に建立された寺であり， 18 世紀に描

かれた絵図「大森寺山之図」が残っている(小野、 2013) 。この絵図には現在も存在する

八竜湿地を主な水源とするため池(通称「新池 J )が描かれていることから，八竜湿地の
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原形は、少なくとも江戸時代の中頃には存在したことが考えられる。

本論では，八竜湿地のボーリング試料から得られた古生物と 14C 年代値などをもとに，

本湿地周辺における古環境について述べる。

2. 堆積物の層相

Fig. 1 は，八竜湿地より得られたボーリング試料の模式柱状図である。本湿地では，湿

地の南側に谷地形が発達している可能性が指摘され，この部分で堆積物の層厚が最も大き

くなっていることが予想された。ボーリング調査に先立って行われた標準貫入試験の結果

でも，地表面下約 180cm 付近まで N 値 10 未満の軟弱な地層が存在することが確認されて

おり，試料採取はこうした場所を選んで実施した。

柱状図を見ると，植物遺体で構成された泥炭層の発達がきわめて悪く，その厚さはわず

かlOcm にも満たないことが分かる。この傾向は東海地方の湿地に共通するものであり，

このような湿地を日本列島の高緯度地域や標高の高いところに分布する泥炭層中心の湿原

と区別するため，富田 (2010)

は鉱質土壌湿原と呼んだ。

次に，ボーリング試料の地

層観察の結果，明らかになっ

た八竜湿地における堆積物の

層相について述べる。ボーリ

ング試料は計 3 本採取したが，

掘進できた深度は 3 試料とも

180 ~ 190cm であり， 190cm 以

深には東海層群矢田川層の砂

磯層が分布していることが考

えられる。ここでは，珪藻・

花粉・昆虫ほか各種古生物の

分析や，年代測定のための分

析試料を採取した HB-02 試料

の堆積物について略記する。

地表面から 9cm は未分解の

植物遺体で構成された暗褐色

の泥炭層 (A層)である。こ

の泥炭層は，採取して問もな

い時期の色は明灰褐色である。

その下位に，一部砂質シルト
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厚層む挟を層薄の

白色粘土層 (B 層)が分布している。粘土層の色は，時間経過とともに黄褐色に変化する。

それより下位には，層厚約 10cm の細砂層 (C - 1 層) ，同 3.5c皿の暗灰色腐植質シルト

層 (C - 2 層) ，同約 24cm の砂磯層 (C - 3 層) ，および同約 10cm の細砂と粘土の互層 (C

-4 層) ，同 2.5皿の砂磯層 (C - 5 層)など，変化に富んだ地層が堆積しており C 層
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全体では層厚約 50c:皿に達するものである。

これらのさらに下位には，細かい葉理構造が発達した層厚 27.5cm の粘土層 (D 層) .層

厚約 30.5cm の砂および細磯層 (E 層) ，および主にチャート礁で構成される層厚 27.5cm の

砂磯層 (F 層)が分布している。 HB-02 ボーリング試料の全体の層厚は， 188cm であった。

3. ポーリング試料から得られた古生物

八竜湿地から採取されたボーリング試料を用いて，現在，以下の分析を実施している。

堆積相解析，花粉・珪藻・植物珪酸体(プラントオパール)・大型植物遺体・昆虫などの

古生物のほか，堆積物中の水質や pH ・電気伝導度 (EC) ほか各種理化学分析，放射化分

析などである。

ここでは，上記ボーリング試料採取に先だって予備的に採取した試料から得られた珪藻，

および現在分析中の上記試料より現時点で得られている昆虫化石と大型植物遺体の分析結

果の概要を述べる。

珪藻化石では， A 層(暗褐色泥炭層)より 18 属 78 種( 5 !![種を含む)， B 層(灰白色

粘土層)中からは 10 属 42 種( 3 亜種を含む)が得られた。 A 層では，好酸性・水流不定

性で底生種の Pinularia microstauron , P. molaris, P. major など Pinularia 属に分類される珪藻が

多産した。いずれも，酸性水域の湿原や湧水地などに出現する珪藻として知られる。このほか，

好酸性・水流不定性で付着生種の Eunotia arcus , E. arcus var. bidens, E. serra , E. lunaris , E. 

pectinalis ， 酸性止水域に生息し付着性種として知られる Tabellaria fen回tra臼，好酸性・真止水

性で底生種の Anomoeoneis serians などが発見された。 B層では，好酸性・好止水性で付着生種の

Frustulia rhomboides が多産し，これに E. serra や好酸性・水流不定性で底生種の P. gibba， 好酸

性・真止水性で底生種の Neidium iridis などが伴われた。

昆虫化石では， B層から 9 点 c層から 11 点， D層から 8 点の計 28 点の昆虫片(一部甲殻類の

体節片を含む)が確認された (Tab1e 1) 0 B層(中の深度 llcm から発見された昆虫は，ケラ Gη，zlotalpa

afri，印刷の前腔節(1点)，深度 22cm からはトンボ目 Odonata の腹部が計 2 点，深度 27cm からはヒ

ラタキイロチピゴミムシ D町，hus ephippia加の前胸背板と前胸腹板片(各 1 点) ，深度 30cm お

よび 31cm からはヒメコガネ Anomala rufocupr，四の左上麹など計 4 点が確認された。 C-3

層(砂磯層中の上部中粒砂層の部分)の深度 69cm からは，サクラゴガネ属 Anomala sp. の

前胸背板片，また C-4 層(細砂と粘土の互層)の深度 9Ocm ， 92cm , 99cm の 3 層準から，

オサムシ科 Carabidae (2 点) ，ハンミョウ属 Cicindela sp. (2 点) ，ハムシ科 Chrysomelidae

(1点) ，および不明甲虫( 3 点)のほか，甲殻類のオカダンゴムシ Armadillidium vulgare 

の体節片(計 8 点)などが発見された。 D 層(葉理の発達した粘土層)中の深度 104cm か

らは，シャープツブゲンゴロウ Laccophilus sha伊i の右上麹片( 1 点)をはじめ，ハネカク

シ科 Staphylinidae (2 点) ，オサムシ科( 3 点) ，不明甲虫( 2 点)など計 8 点、の昆虫化石

が確認されているロ

大型植物遺体では，マタタピ属 Actinidia sp.の種子( 1 点)が B 層中の深度 24cm から，

カヤツリグサ科のホタルイ属 Scirp削 sp.の種子が B 層中の深度l1cm ( 1 点) ，同 20cm ( 2 

点) ，同 27cm (1 点) ，同 28cm ( 1 点) ，岡 29c皿(1点) ，同 30c皿( 3 点)から発見され

た。このほか，草本植物の茎や葉の一部と考えられる大型植物遺体が B 層や C 層 D 層

中の複数層準から得られている。
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Table 1. Fo幽il insect rema皿S 自国C旬d 企om 也e boring sampl回 oftbe Hachi巧umarsh 

Lay町S Deptb (cm) Scientific name Parts of fossils Siz泡 (mm)

B 11 Gη1/10師lpa africana Palisot de Beauvois Fonner tibia 3.0 

B 22 Odonata tì田n. gen. et sp 皿det Abdominal 宣昭n四t 1.8 

B 22 Odo田匂白血. gen. et sp. indet. Abdominal fragm四t 1.2 

B 27 Trechus ephippiatus Bates Pronotu血 0.8 

B 27 Trech削唱phippia肱$ Bates Prost窓mum 0.8 

B 30 Anomala rufocuprea Mo臼ch叫sky Left elytron 8.8 

B 30 Anomala rufo口l{Jrea Mo箇chulsky Fragm田t of elytron 2.4 

B 30 Anomala rufo口l{Jrea Mo!sch叫sky Fragm四t of elytron 2.4 

B 31 Anomala rufo四<prea Motschulsky Right elytron 6.0 

C-3 69 Anomala sp. Fragment of pronotum 0.9 

じ4 90 Carabi伽e gen. et sp. indet. Fragm四.t of prono旬血 2.6 

C-4 90 C町'abi伽e gen. et sp. indet Fragment of prono知m 2.6 

じ4 90 Coleop旬m 白血. g'曲. et sp. indet. Unknown 0.7 

C-4 90 Coleゅp旬ra fam. gen. et sp. indet. Unknown 0.6 

じ4 90 Coleop胞団白血. g'四. et sp. indet. Unknown 0.7 

じ4 90 Cicindela sp. (?) Mandible 1.7 

じ4 90 Cicindela sp. (?) Mandible 1.0 

じ4 92 Chrysomelidae gen. et sp. indet. Femur 3.0 

C-4 99 Armadillidium vulgare La回ille (?) Sclerite 4.0 

C-4 99 Armadillidium vulgare La回ille (?) Scleri脂 2.0 

D 104 Coleoptera tì田n. gen. et sp. indet. Fragment of prono同m 1.6 

D 104 Carabidae gen. et sp. 血det. Fragment of 血目08tl町古田n 4.3 

D 104 Carabid血 gen. et sp. indet. Fra伊E血t of 伊国同，mu皿 4.2 

D 104 Carabid田 gen. et sp. indet. Fragment of me阻stemu皿 4.2

D 104 S旬phyl泊idae gen. et sp. 血.det. F四甚皿ent ofmet拙tem田n 4.2 

D 104 Staphylinidae g田. et sp. indet Tibia 1.8 

D 104 Coleoptera 白血. gen. et sp. indet. U叫田町四 1.3 

D 104 Lac四ophil.悶 sharpi Regimbart Right elytron 1.3 

4. 年代値と古環境

八竜湿地のボーリング試料から得られた地層の堆積年代を調査するため，名古屋大学年

代測定総合研究センターに依頼し，堆積物中の有機物の 14C 年代を求めたロ測定に用いた

分析試料は以下のとおりである。

試料 1 (HB02-2730) 深度 28 ~ 30cm のカヤツリグサ科種子 5 粒 (B 層中部)

試料 2 (HB02-51) 深度 51cm の草本類の茎片 (B 層最下部)
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50.7 %の確率で 1867-1919回以D とされ，和暦では明治 2 (1 867) 年から大正 8 (1919) 年に

かけての時期が想定される。これ以外に， 23.8 %の確率で 1695-1728回以D ， 20.9 %の確率で

1812-1854caIADの可能性が指摘されている。

次に，八竜湿地における古環境について述べる。深度 9 ~ 52.5cm にかけて分布する B

層の年代は，最下部で 72 :t 20戸sBP (試料 2) ，中部から下部にかけての層準で 53 :t 2句rsBP

(試料1)であった。年代測定に用いられたカヤツリグサ科の種子は B 層中部の深度 28

~ 30岨の層準から得られたものである。同様の種子は，深度 11cm ， 20cm , 27cm からも発

見されている。これらの種子は，大きさや形態的特徴より湿地や池沼に生えるカヤツリグ

サ科のホタルイ Scirpus juncoid，田か，池沼・ J 11 辺などに生息する同じカヤツリグサ科のカン

ガレイ旦的iangulatus のいずれかであると考えられる。あるいは，両種が混ざっている可能

性も考えられる。深度 24cm から発見されたマタタピ属種子は，マタタピ Actinidia polygama , 

ワラジロマタタピ A. hypoleuca ， サルナシ A. a;噌U師のいずれかの可能性が考えられる。い

ずれも山野に生えるつる性落葉低木である。

種子が発見された同層準の深度 27 ~ 31cm の地層からは，地表性昆虫であるヒラタキイ

ロチピゴミムシと，三次林の樹葉や主に畑作物・果樹の葉を加害する(森， 2009) ヒメコガネが発

見された。ヒラタキイロチピゴミムシは，河川敷の比較的乾燥した草地や林地に生息し(木

元・保田， 1995) ，またヒメコガネは湿地に生息することがない。深度 11cm から得られた

ケラも，同様に湿地に生息することは知られていない。そのため， B 層から発見された昆

虫化石はいずれも異地性と考えられる。

B 層中部および B 層の最下部から求められた暦年較正年代をもとに，名古屋市周辺の気

象記録をみると， 1912 (大正元)年 9 月 22 日には愛知県下で暴風雨があり，床上浸水 2，583

戸，床下浸水 5，295 戸があったことが，また 1921 (大lE 10) 年 7 月 14 日には，名古屋や鳴

海などで強雨のため水害が発生し，浸水家屋 2，625 戸，同月 18 日再び強雨があり，名古屋

で浸水家屋久116 戸に及んだことが知られている(愛知県， 20lO)。

こうした情報を総合すると B 層から得られた昆虫化石は明治から大正期にかけてのこ

ろ，八竜湿地周辺に生息していたものが，出水に伴って運ばれ堆積したと推定される。ホ

タルイやカンガレイなどの種子も，同様のメカニズムにより地層中に挟み込まれたことが

考えられる。 B 層中には，湿原や腐植酸性水域の指標種(渡辺ほか， 2005) とされる Frustulia

rhomboides が多数含有され，また貧栄養の水域に生息する E問。tia serra • Neidium iridis などの珪藻

化石を多産することから， B 層堆積期，谷に隣接する八竜湿地ではきわめて良好な自然環境

が維持されていたことがうかがわれる。

本ボーリング試料では，年代値が求められた B 層より約 60cm 下位の C-4 層，および

約 74cm 下位の D 層からも昆虫化石が発見された。 C-4 属中のハンミョウ属は，ハンミ

ョワ α'cindela chinensis japonica かニワハンミョウC. japana のいずれかの幼虫の大顎に同定

されるものであり，また D層中のハネカクシ科を含め，湿地内に生息する昆虫ではないこ

とから， C-4 層・ D層ともに B 層同様，強雨や出水などによって運ばれたものと考えら

れるロなお，深度lO4cm から発見されたシャープツブゲンゴロウは，湿地や放棄水田・池

沼などに生息する(森・北山， 1993) ことから，本種の発見は D層堆積期の八竜湿地の

環境を示している可能性も考えられる。

D層の堆積時期について，仮に D層や C 層などの堆積が年代値の測定された B 層と等速
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度で堆積したものと仮定すれば，層厚から推定し B 層の年代値の豹 3 倍，およそ 300 年間

を要したことが考えられる。こうした推定は，大森寺山之図中に表現された江戸時代中頃

の八竜湿地の存在とも矛盾するものでない。
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Plate 1 Fossil insect 陪mainsand plant seeds found from the Hachiryu ma陪h
1. Anomala rufocuprea Mo包chulsky righte刷ron (6.0mm) 2. LaccophilussharpiRegimbart 
同ghte刷ron{1.3mm) 3. Gryllo旬Ipa africana Palisotde Beauvois former 百bia{3.0 mm) 
4.ηechus eph厓p僘tus Bates pronotum{O.8mm) 5. Carabidae gen. et sp. indet 
mesos悔mum{4.3mm) 6. Cicinde/asp.{つ) mandible (1.7mm) 7. Actinidia sp. seed{1.8mm) 
8. Scirpus triangulatus seed{2.1 mm) 9.Scirpus jun∞，ides seed{2.2mm) 




